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10日（日）朝　★図書室のつどい『ゆっくり、いそげ』

14日（木）夜　ブッククラブ『辻』

16日（土）昼～　平和講座

 「日本軍兵士からみたアジア・太平洋戦争と戦後史」

17日（日）昼～　地域資料講座

 「記録を残し、記憶を伝える」

24日（日）昼　C
シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOXシネマトーク

 『清作の妻』

11月５日（金）朝～　母と娘のむずかしさ

18日（木）朝　★子育て世代の防災講座

★はオンライン受講可能の講座です。

今月の公民館（10月～11月中旬）

（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、

公民館　☎（572）５１４１

　講座の開催状況などに変更があった場合は、公
民館入り口付近への掲示や、ホームページでお知
らせいたします。ご不明の点はお問合せください。

今年も市民文化祭の季節がやってきました。市民の日頃の文化活動の成果がみえ
る多彩な催しが企画されています。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、オ
ープニング式典は観覧することができませんが、各団体の催しは例年と同様に開催
します。ぜひお越しください。

第６６回　くにたち市民文化祭

１０月２３日 （土） ～１１月２４日 （水）

10月26日（火）～10月31日（日）10月26日（火）～10月31日（日）

　　　   　　　　　総合美術展　  　 　　　　　　

グループ・サークルに関係なく自由参加による展覧会で
す。初めての方の出品も歓迎ですので奮って御参加くださ
い。（無料・無審査）

と　き　10月26日（火）～10月31日（日）
　　　　朝10時～夕５時（最終日は夕４時）
ところ　公民館　１階ロビー：写真
　　　　　　　　地下ホール：絵画
　　　　３階講座室／集会室：手工芸・書
出品受付　10月５日（火）～10月10日（日）
　　　　　 出品表に記入の上、公民館窓口

「申込受付箱」に提出
作品搬入　10月23日（土）昼３時～夜７時
　　　　　10月24日（日）昼１時～夕４時
　　　　　公民館　地下音楽室
文化祭実行委員会による共同企画

絶やさない 文化の灯を絶やさない文化の灯を

文化祭に参加するグループの催しや日々の
活動をパネル展示で紹介します。
文化祭をきっかけに、活動の輪、仲間作り

の輪を広げてみませんか？
期　間 10月19日（火）～10月23日（土）
ところ　公民館　１階市民交流ロビー

◆ 参加グループ紹介展示 ◆

昨年のグループ紹介展示の様子

と　き　10月23日（土）朝10時半～
ところ　公民館　地下ホール
内　容　市民文化祭参加グループの活動紹介
 　　　（協力：公民館利用者連絡会）
※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、観覧はご遠慮くださいますよう、ご協力お願いいたします

◆ オープニング式典 ◆

2021年 月　日510

公民館の状況▲
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あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。

11月６日（土）～11月７日（日）11月６日（土）～11月７日（日）

11月12日（金）～11月14日（日）11月12日（金）～11月14日（日）

芸能フェスティバル

市民のつどいと日舞連盟は昨年コロナ禍
の為に休演でした。今回はつむぎ会と共に
芸小ホールの舞台で新舞、民舞、古典日
舞、太鼓等お楽しみください。頑張りま
す。

と　き　11月６日（土）朝11時～夕４時
ところ　くにたち市民芸術小ホール
文化祭実行委員会による共同企画

クラシックギターを奏る

クラシック曲を始め、映画音楽、日本及び海
外の名曲等をソロ・二重奏・アンサンブルで演
奏します。

と　き　11月７日（日）昼２時～夕４時
ところ　公民館　１階市民ロビー
企　画　くにたちギタークラブかなで

♪気軽にクラシック♪
歌とピアノのミニコンサート

曲の解説を交え、馴染みやすく演奏をお届
けします。名曲も登場します。日常から離
れ、音楽に身を委ねてみませんか？お子様連
れも歓迎です。

と　き　11月６日（土）昼１時半～（開場昼１時15分）
ところ　くにたち市民芸術小ホール　地下スタジオ
企　画　mammavoce（ママヴォーチェ）

第50回国立市書道展

一般・学生による公募展です。多数のご
来場を、お待ちしています。

と　き　11月12日（金）～11月14日（日）
  朝10時～夕５時（最終日は夕４時まで）
ところ　公民館　１階市民ロビー
 　　　 ３階講座室・集会室
企　画　国立市書道連盟

演劇「森のくすの樹」　作：酒井桂子

小さな村の真ん中にある大きなくすの
樹。そこに宿った精霊とモネーラという悪
い精霊とのたたかい。そして村の人たちと
くすの樹の精霊との心あたたまる物語で
す。

と　き　11月６日（土）昼１時～
ところ　公民館　地下ホール
企　画　赤い風船

ピースリーディング・平和への願いをこめて…

絵本『父さんはどうしてヒトラーに投票したの？』の朗
読で、平和な世界を実現する行動について、参加者のみな
さんと一緒に考える予定です。

と　き　11月７日（日）昼２時～
ところ　公民館　地下ホール
企　画　ピースリーディング結

みんなで楽しく！合同いけ花展

市内にある各流派のいけ花教室の発表の場となってお
り、若い方々にも是非ご覧いただきたく思っております。

と　き　 11月６日（土）朝10時～
　　　　11月７日（日）夕４時
ところ　公民館　３階
連絡先　早坂智子☎（577）２０３４
文化祭実行委員会による共同企画

フルートアンサンブル
「桜音の会」コンサート

生命の奇跡（村松崇継）、間奏曲
（マスカーニ）、ワルツ・金と銀（レ
ハール）その他を演奏します。ハーモ
ニーの美しさやアンサンブルの楽しさ
をお届けします。

と　き　11月14日（日）夕４時～５時
ところ　公民館　地下ホール
企　画　桜音の会

と　き　11月６日（土）朝11時～夕４時

クラシック曲を始め、映画音楽、日本及び海
外の名曲等をソロ・二重奏・アンサンブルで演
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学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

シンポジウム　文化としての学びと公民館
―コロナ禍で見えてきたもの―

コロナを理由に民主主義の土台が危うくなっていない
か。学び、判断し、選択することが曖昧にされていない
か。報告者と一緒に考える。申込先 田島☎（576）４０１５

と　き　11月23日（火・祝）昼１時半～夕４時
ところ　公民館　地下ホール
企　画　くにたち公民館をまもる会

グリーンコーラス　公開レッスン

コーラス曲、クラシック、童謡まで幅広くハーモニーを
楽しんでいます。男性は少ないですが混声合唱団です。

と　き　11月24日（水）朝10時～昼12時
ところ　公民館　地下ホール
連絡先　𠮷原よし江☎（577）２５４１
企　画　グリーンコーラス

文化祭では、市民の
文化活動の成果をご覧
になれます。新しい出
会いやきっかけの場に
もなります。ぜひ、お
越しください。

11月23日（火）～11月24日（水）11月23日（火）～11月24日（水）

かのこ着物がたり
―kanokoの軌跡―

着物好きのメンバーは練
習を重ね今年は振袖の着付
けを発表します。名古屋帯
を半幅帯に変える着姿の変
化も楽しんでみてくださ
い。

と　き　11月20日（土）
 昼２時～３時半
ところ　公民館　地下ホール
企　画　着付けサークルかのこ

第48回くにたち絵画グループ展

油絵・水彩・パステル・
色鉛筆など、画材を自由に
選んで、個性豊かに楽しく
描いています。是非、私達
の傑作（？）を観てくださ
い。

と　き　11月16日（火）～11月21日（日）
 朝10時～夕５時
ところ　公民館　１階市民ロビー
企　画　くにたち絵画グループ

ガムラン公開練習＆ワークショップ

ガムランは青銅の打楽器を主とした
インドネシア・バリ民俗音楽。私たちの
練習の様子をご見学頂けます。ワーク
ショップでは演奏体験して頂けます。

と　き　11月21日（日）各回25名まで
 公開練習：朝11時半～

ワークショップ：昼１時半～
 公開練習：昼２時15分～
ところ　公民館　地下ホール
企　画　パサール・スニ　くにたち

昨年の文化祭の様子

と　き　11月23日（火・祝）昼１時半～夕４時

くにたち公民館をまもる会

桜音の会 くにたち絵画グループ

11月16日（火）～11月21日（日）11月16日（火）～11月21日（日）

平素は新型コロナウイルス感染症予防対策にご協力
いただきましてありがとうございます。
さらなる感染拡大防止のため、ご来館の際は、引き

続き以下の点にご留意ください。よりよい学習環境を
保つために皆様のご協力をお願いいたします。
・ 自宅で検温してからお越しください。（発熱37.5℃
以上、咳、咽頭痛等の症状のある方はご来館をご遠
慮ください。）

・マスクを着用してください。
・ 石けん等による手洗いや消毒液による手指の消毒を
行ってください。

・ 過去２週間以内に感染拡大の地域や国へ訪問歴のあ
る方はご来館をご遠慮ください。

・ 会場のご利用にあたり、サークル・団体の代表者等
は、参加者氏名と緊急連絡先を必ず把握し、保健所
等から依頼があった場合は、参加者名簿を提示して
ください。

・会場はこまめに換気してください。

公民館へご来館の際のお願い
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https://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kouminkan/

母と娘。同性であるがゆえに心理的な距離が近く、だか
らこそ何だか少し難しい、と感じていませんか？
「母娘関係が密着しすぎて息苦しい、離れすぎてさびし
い。」「母の期待は嬉しいけれどプレッシャーも感じてしま
う。」「私の子育てを認めてほしい。口出しないでほしい。」
「幼い子どもとこれからどんな関係性をつくっていけばよ
いのか心配。」「娘の育児は、息子と違う難しさがある。」
……など、想いや悩みは人それぞれ。
母として娘として、母

おや

娘
こ

関係の構造を学び、家庭の中で
起きている現象を５回シリーズでじっくり振り返ってみま
しょう。“ほどよい”家族関係を築くための考え方やコミ
ュニケーションのポイントも学べます。
※ 20～30代の女性や幼いお子さんを子育て中の女性対象の
講座です。

講　師　あんどうりす（アウトドア防災ガイド）

子育て中の方や子どもと関わる方、いざという時に自分
と子どもを守るための知恵を身につけませんか？
阪神・淡路大震災で被災し、その後子育てをしてきたあ

んどうさんは、防災の必要性を日々痛感する半面、防災中
心の生活は難しいとも考えています。そこで、いかに手を
抜いて最大限の効果を発揮するか、いかに普段の生活のな
かに災害対策を取り入れるかを常に考えてきました。そん
なあんどうさんに、子育てにも防災にも役立つ知恵が詰ま
った、アウトドア防災について教えていただきます。
お子さんとご一緒でもご参加いただけます。

※講師はオンライン中継でのお話になります。

と　き　11月18日（木）朝10時～12時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　会場受講40名、オンライン受講：30名
 ※いずれも申込先着順
申込先　10月７日（木）朝９時～11月11日（木）夕５時
会場受講：公民館☎（572）５１４１
オンライン受講：sec_kominkan@city.kunitachi.lg.jp

　　〈オンライン受講申込のメールに明記いただく事項〉
　　　　件名：子育て世代の防災講座
　　　　本文：①氏名　②ふりがな　③住所　④電話番号
　　※ 参加方法は前日までにメールします。当日、参加者

側の環境による接続や音声の不備についての問合せ
には対応できませんのでご了承ください。

～災害用トイレ実験を一緒にやってみましょう！～
コーヒーなどを入れて実際に使ってみましょう。
【用意するもの】（実験の参加は任意です。）
●市販の災害用トイレ
※ない方はポリ袋におむつや生理用ナプキンで代用可。

講　師　大美賀　直子（ メンタルケア・コンサルタント、
公認心理師、精神保健福祉士）

と　き　 11月５、12、19、26日、12月３日（全５回）
 いずれも金曜日、朝10時～12時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　女性20名
申込先　10月７日（木）朝９時～
 公民館☎（572）５１４１

保　育　子ども申込定員：若干名（市内在住の方のみ、
概ね生後６ケ月～。先着順）。講座と同時に申し込み。
保育申込締切：10月15日（金）。
　保育室オリエンテーションを10月29日（金）朝10時か
ら行いますので、おやつ代125円（全５回分）をご持参
のうえお子さんと一緒に参加してください。

～～2020～～3030代・子育て世代の女性に向けて～代・子育て世代の女性に向けて～
母と娘のむずかしさ母と娘のむずかしさ

子育て世代の防災講座
～家族の笑顔を守る暮らしの知恵～

監督　増村保造　原作　吉田絃二郎　脚本　新藤兼人
出演　 若尾文子、田村高廣、小沢昭一、成田三樹夫、

殿山泰司、紺野ユカほか

それまでの日本映画になかった、激
しく力強いヒロイン像を次々と創出し
た、女優・若尾文子と名匠・増村保造
の名コンビの代表作。戦争を背景に差
別や偏見にも負けず、たくましく生き
る女性を描く。戦地で負傷し一時帰還
した夫を二度と戦地に戻らせまいと、
夫の目を五寸釘で突いてしまうヒロインの、夫への愛の深
さゆえの、狂おしいまでの激情には思わず息を呑む。

〈シネマトーク〉
「情愛と抵抗の女優・若尾文子」北里宇一郎（脚本家）
上映終了後に、脚本家の北里宇一郎さんに、女優・若尾

文子の魅力についてお話をうかがいます。

と　き　10月24日（日）昼２時～夕５時（開場１時）
ところ　公民館　地下ホール
定　員　35名（申込先着順）
申込先　10月13日（水）朝９時～
 公民館☎（572）５１４１

＊ 事前申し込み制となっています。必ず電話もしくは窓口
にて事前にお申し込みください。

＊ 新型コロナウイルス感染予防のため、途中で10分程度、
換気のための休憩を設けます。ご了承ください。

〈〈CC
シ ネ ボ ッ ク スシ ネ ボ ッ ク ス
INEVOXINEVOX　シネマトーク〉　シネマトーク〉

『清作の妻』『清作の妻』
大映東京　1965年　カラー　93分　※ＤＶＤ版大映東京　1965年　カラー　93分　※ＤＶＤ版

保育付
講座

オンライン
受講可能
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

講　師　大野　亮司（亜細亜大学・日本近代文学）

と　き　10月14日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　地下ホール
定　員　30名（今年度すでに申込済の方は申込不要です。）
＊ この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が「読
み」を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

近現代史は中学校・高校では後回しになり、じっくり学
ぶ機会がなかったという方も多いのではないでしょうか。
しかし、近代化が推し進められ、日清・日露・太平洋戦

争など大きな戦争を経験した時代こそ、「いま」に続くも
っとも身近な歴史として振り返り、「これから」を考える
ために学ぶ必要があるように思われます。大人になったい
ま、もういちど、近現代史に向き合ってみませんか。

第１回　「権利幸福きらいな人に　開国・征韓論・憲法」
と　き　11月25日（木）

第２回　「地図の上朝鮮国に黒々と　日清日露・世界大戦」
と　き　12月９日（木）

第３回　「人の世に熱あれ　三一運動・青鞜・治安維持法」
と　き　12月23日（木）

講　師　楢
なら

崎
さき

茂
しげ

彌
や

（立川市史編さん委員）

第４回　「関東防空大演習を嗤う　恐慌・満州事変・二二六」
と　き　１月13日（木）

第５回　「聖戦の美名に隠れ　中国の日本軍・太平洋戦争」
と　き　１月27日（木）

第６回　「ぬちどぅたから　餓
が

島
とう

・ロームシャ・広島長崎」
と　き　２月10日（木）

時　間　すべて昼２時～４時　全６回
場　所　公民館　地下ホール
定　員　30名
申込先　10月19日（火）朝９時～
 公民館☎（572）５１４１

〈くにたちブッククラブ　人生、野を越え山越えて〉〈くにたちブッククラブ　人生、野を越え山越えて〉

吉井由吉『吉井由吉『辻辻』』
（新潮文庫）（新潮文庫）

くにたち
デジタルブック

過去の公民館だよりをご覧に
なりたい方は、『くにたちデジ
タルブック』もご活用ください。

▶
く
に
た
ち
デ

ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

毎
年
恒
例
の
公
民
館
主
催
〈
女
性
の

生
き
方
を
考
え
る
講
座
〉「
女
性
の
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
」
は
、
女
性
が
生
き
る

う
え
で
向
き
合
う
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ

全
12
回
の
連
続
講
座
で
す
。
同
じ
地
域

に
暮
ら
す
様
々
な
年
代
の
女
性
が
話
し

合
い
、
互
い
の
生
き
方
を
認
め
合
い
な

が
ら
一
緒
に
学
び
ま
す
。
地
域
の
仲
間

づ
く
り
を
す
す
め
る
こ
と
も
講
座
の
ね

ら
い
の
ひ
と
つ
で
す
。
未
就
学
児
の
保

育
付
き
講
座
な
の
で
、
育
児
等
で
忙
し

い
方
も
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

講
師
が
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
は
、
ラ

イ
フ
＆
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、
日
本
の

男
女
格
差
、
日
本
の
女
性
活
躍
の
現
状

と
課
題
な
ど
、
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
毎

回
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話

し
合
う
時
間
が
あ
り
ま
す
が
、
参
加
者

が
自
分
の
考
え
を
積
極
的
に
話
し
、
他

の
方
の
話
を
真
剣
に
聞
く
姿
が
印
象
的

で
す
。
職
員
で
あ
る
私
も
参
加
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ

を
深
く
掘
り
下
げ
て
話
し
合
う
機
会
が

普
段
の
生
活
で
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、

貴
重
な
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

全
講
座
終
了
後
、
参
加
者
は
、
自
主

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
学
び
を
続
け

て
い
ま
す
。
自
分
の
生
き
方
を
見
つ
め
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
よ
り
充
実
し
た
も

の
に
す
る
た
め
に
生
き
生
き
と
輝
い
て

い
る
姿
か
ら
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
ま
す
。

（
Ａ
・
Ｔ
）

女
性
の
生
き
方
を

考
え
る
講
座

〈
公
民
館
の
窓
〉

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

９
月
14
日
（
火
）
第
33
期
第
11
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
14
名
、
館
長
、
職

員
７
名
出
席
。
傍
聴
者
４
名
。

前
回
議
事
録
確
認

若
干
の
修
正
を
確
認
し
た
。

報
告
事
項

〇
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会

（
編
集
研
）、
社
会
教
育
委
員
の
会
、

東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会（
都
公
連
）、

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

協
議
事
項

〇
諮
問
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
時
に
お
け
る
教
育
機
関
と
し
て
の

公
民
館
事
業
に
つ
い
て
」
社
会
教
育
学

習
会
委
員
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
班
よ
り

進
捗
状
況
、
ま
た
委
員
よ
り
「
Ｌ
Ａ
Ｂ

Ｏ
★
く
に
ス
タ
」
に
つ
い
て
報
告
。
そ

の
後
、
答
申
を
ま
と
め
て
い
く
た
め
の

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
議
論
。
前
回

ま
で
の
各
委
員
か
ら
の
報
告
を
も
と
に
、

次
回
ま
で
に
各
委
員
は
感
想
・
意
見
を

ま
と
め
提
出
す
る
こ
と
に
。

〇
次
年
度
職
員
体
制
要
望
に
つ
い
て
意

見
交
換
。

次
回
定
例
会
は
10
月
12
日
（
火
）
夜

７
時
15
分
か
ら
地
下
ホ
ー
ル
。
感
染
予

防
の
上
、
傍
聴
歓
迎
。

（
髙
野
）

〈近現代史・連続講座〉〈近現代史・連続講座〉

もういちど、「近現代史」もういちど、「近現代史」

国立市デジタルライブラリー
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「
ご
ろ
ご
ろ
農
園
」
と
聞
い
て
何
の

サ
ー
ク
ル
か
当
て
ら
れ
た
人
は
す
ご
い
。

実
は
形
が
な
い「
心
法
」（
心
の
持
ち
方
）

に
重
き
を
置
く
合
気
道
。
私
は
高
校
の

部
活
で
武
道
を
や
っ
て
い
た
が
、
持
っ

て
い
た
合
気
道
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く

違
う
。

代
表
の
釘
宮
真
一
さ
ん
は
数
え
き
れ

な
い
ほ
ど
の
種
類
の
武
道
を
体
験
に
行

き
、
よ
う
や
く
こ
こ
に
行
き
つ
い
た
と

い
う
。
一
般
の
合
気
道
と
は
思
想
や
理

論
が
違
う
。

こ
の
心
法
の
受
け
身
を
床
の
上
で
ゆ

っ
く
り
こ
ろ
こ
ろ
や
る
と
ス
ト
レ
ッ
チ

に
な
り
、
体
も
ほ
ぐ
せ
る
。
脱
力
し
て
、

ゆ
っ
く
り
ご
ろ
ん
。
な
ぜ
ご
ろ
ご
ろ
農

園
？
と
思
っ
て
い
た
が
「
ご
ろ
ご
ろ
し

な
が
ら
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
込
め
て
名
付
け
た
そ
う
。

重
要
な
の
は
体
の
操
作
で
は
な
く
、

気
持
ち
・
想
い
方
だ
と
い
う
。
人
は
無

意
識
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
察
知
し
て

い
る
。「
自
己
滅
却
」
で
元
々
人
が
持

っ
て
い
る
無
意
識
に
任
せ
る
。
お
腹
の

上
に
他
の
人
に
上
か
ら
横
た
わ
ら
れ
て

も
、
ど
け
よ
う
と
す
る
意
識
を
、
自
分

の
中
心
に
戻
す
。
相
手
を
意
識
せ
ず
起

き
る
と
起
き
ら
れ
る
。
そ
れ
が
「
中
心

帰
納
」。
相
手
も
降
ろ
さ
れ
た
感
覚
が

な
く
勝
手
に
降
り
て
い
く
感
じ
。

私
も
実
際
に
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
て

み
た
が
、
な
ん
と
も
不
思
議
。
通
常
の

く
ぎ
み
や
し
ん
い
ち

武
道
と
違
い
、
倒
そ
う
と
す
る
の
で
は

な
く
、
受
け
入
れ
て
寝
か
す
感
じ
だ
。

か
け
ら
れ
た
ほ
う
も
、
痛
く
は
な
い
け

れ
ど
、
立
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
り
勝
手

に
体
が
持
っ
て
い
か
れ
る
。
だ
か
ら
女

性
で
も
使
え
る
。
相
手
を
倒
そ
う
と
い

う
意
識
で
は
な
く
一
体
感
を
感
じ
る
と
、

対
立
心
が
な
く
な
っ
て
自
然
に
相
手
の

動
き
に
つ
い
て
心
地
よ
く
下
に
崩
れ
る
。

か
け
ら
れ
た
ほ
う
も
「
ん
？
」
と
笑
っ

て
し
ま
う
。
こ
の
感
覚
は
、
や
は
り
体

験
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。

参
加
者
の
方
は
、
日
常
生
活
の
も
の
の

考
え
方
も
変
わ
り
、
自
分
を
俯
瞰
し
て

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

生
き
方
に
も
つ
な
が
る
奥
深
さ
を
感
じ

た
。
感
染
症
対
策
等
の
た
め
、
残
念
な

が
ら
現
在
新
規
会
員
の
募
集
は
し
て
い

な
い
そ
う
。

日
時　

土
曜
日
夕
方
〜
夜
（
不
定
期
）

場
所　

公
民
館　

和
室

連
絡
先　

釘
宮
080
（
6538
）
５
５
５
９

〈
文
・
写
真
　
鴇
田
　
美
緒
〉

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
３
６
０
〉

ご
ろ
ご
ろ
農
園

一
緒
に
ギ
タ
ー
を
弾
き
ま
せ
ん
か

く
に
た
ち
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ　

か
な
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
で
独
奏
、
重
奏
、

合
奏
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。

日
時　

毎
週
日
曜
日　

昼
１
時
〜
５
時

場
所　

東
福
祉
館
等

連
絡
先　

石
井
090
（
8509
）
６
７
０
５

還
暦
軟
式
野
球
の
部
員
募
集

市
内
唯
一
の
還
暦
野
球
チ
ー
ム
。
健

康
の
維
持
・
増
進
を
図
り
、
楽
し
く
プ

レ
ー
し
た
い
野
球
好
き
を
募
集
中
。
活

動
日
は
火
水
土
曜
。
ま
ず
、
練
習
に
ご

参
加
を
。
国
立
フ
レ
ン
ド
・
シ
ニ
ア

日
時　

毎
週
火
曜
日
午
前
中
（
練
習
）

場
所　

谷
保
第
三
公
園
野
球
場

連
絡
先

石い
し

垣が
き

（
573
）
０
８
１
７

和
弓
を
ひ
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

和
弓
は
姿
勢
を
良
く
し
集
中
力
を
養

い
、
弓
の
強
さ
で
誰
で
も
出
来
る
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。
初
心
者
で
も
用
具
は
貸
し

ま
す
。
会
費
１
回
500
円
、
詳
細
は
夜
７

時
以
降
電
話
を
。
く
に
た
ち
弓
友
会

日
時　

週
１
回
㈯
又
は
㈰
の
午
前
中

場
所　

昭
島
市
弓
道
場
（
東
中
神
駅
）

連
絡
先　

長
谷
川
（
576
）
１
４
８
９

く
に
た
ち
国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

10
月
の
国
際
理
解
講
座
は
モ
ン
ゴ
ル

に
つ
い
て
、
一
橋
大
学
Ｏ
Ｇ
の
ア
マ
ガ

ラ
ン
・
オ
ド
ン
ゴ
ウ
さ
ん
に
お
話
し
て

頂
き
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
す

の
で
事
前
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

10
月
30
日
㈯　

夕
５
時
〜
７
時

場
所　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
行
い
ま
す
。

連
絡
先　

和
田
090
（
3497
）
２
１
１
０

数
学
を
楽
し
む
集
い
（
10
月
期
）

紙
の
三
つ
折
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
の

の
話
題
を
取
り
上
げ
ま
す
。
数
学
の
思

い
が
け
な
い
使
い
方
が
お
分
か
り
い
た

だ
け
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
参
加
の
方
は
お
電
話
を
。

日
時

10
月
９
㈯
23
日
㈯　

昼
１
時
〜

場
所　

公
民
館　

集
会
室
、
講
座
室

連
絡
先　

山
本
（
572
）
１
０
２
８

申込書のポスト投入期
間

10月２日（土）～28日（木）

公用使用の貼り出し 10月９日（土）頃

予約の重なりのあった
団体の掲示開始日

10月30日（土）

会場調整会 11月６日（土）朝10時～

重なり状況▶

ひ
ろ
ば

・ 予約の重なりのある、なしに関わらず、電話による
連絡はいたしません。（ご不明な点は、公民館へお
問い合わせください。）

・ 会場調整会へは、１団体１名の方が、手洗い・マス
ク着用等の感染症対策のうえ、第１希望の会場がと
れなかった場合の別の候補日も想定して、活動日を
決定できる方がご参加ください。

ー12月（ロビー１月分）
　会場調整会のお知らせー

会場調整会は朝10時
までに受付を済ませ
てください。

「中心帰納」で起き上がる


